
The Association for Northeast Asia Ragional Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　Northeast 　Asia 　Ragional 　Studies

100　環 凵本海学 会第2 回 研究 大 会国際 シ ン ポ ジ ウ ム の 概要

〔研究大会〕

環 日本海学会第 2 回研究大会国際 シ ン ポ ジ ウム の 概要

　　　　　　　　　一環日本海を め ぐる世界秩序一

第 2 回研究大会実行委員会

　 1996年 12月 7 日、環 日本海学 会 第 2回大会に お い て r環 日本海を め ぐる 世界秩序』 を大会テ ー

マ とす る シ ン ポ ジ ウ ム が開催 された tt同 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、環 口本海地域 が 冷戦終結 の 恩恵を十

分 に 享受 し て い な い の は なぜ か 、い か に すれ ば享受で き る の か 、 とい う課題 に つ い て世界 シ ス テ

ム の 秩序 （ま た は 無秩序）の観点か ら環 日本海地域 の 位置付けを行 い 、環 日本海地域が新た な協

力 、交流 の た め の 秩序形成を行 うこ と で世界 シ ス テ ム に い か な る イ ン パ ク トを与え る こ とが で き

る の か に つ い て 様 々 な議論 ・提言が な され た 。

　同 シ ン ポ ジ ウ ム は 司会を務め た 立 命館大学 の 朝 日稔教授 に よる挨拶か ら始 ま り、同教授は 日本

政府の 戦略的位置付けか ら環 日本海地 域が裏 日本 と して 扱われ て きた歴史的背景に 触れ 、こ の 地

域 の 熱い 共 同 へ の 願 い か ら 、 「環 日本海学」 を い か に し て 主体的 に 構築 し て い くか と い う課題 と

し て 、 次 の 3 点を上げた n

　 l　 政治 面で は 、ポ ス ト冷戦時代の 理解 ・恩恵を発展 させ る。

　 2　 住民
・
地域 が い か に 協力 し、開発 ・発展 ・市場 の 構築を め ざすか 。

　 3　 自治体 の 協力の もとで 形成 し て い くe

　自治体に よ る支援と ともに 、産 ・
学

・
地域が 協力 して い く必 要性を 説きなが ら 、 朝 日教授は 、

環 目本海学会 の 学際性 ・国際性を 生 か し、同 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、大胆 な問題提起が な され る こ と

に 対す る期待を述 べ た e

　 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、まず 、 立 命館大学国際地域研究所所長 の 関寛治教授に よ る 「環 日本海外交

の 条件 と し て の 世界秩序論．．と題する報告が行われ た 。

　 〈立命館大学 国際 地域研 究所 所長　関寛治教授〉

　ポ ス ト冷戦に お け る 日本外交を ど う位胃付け る か 、湾岸戦争後 の 世界を ど の よ うに 捉え る か 、

とい う問題がある。一つ は 、一
極 世界秩序 の 形成 で あ り、 日本の 与論は それを 全面的に 支援する

か の よ うで あ っ た．
一

方、環 日本海秩序 と い う考 えが ある．こ れ は 、r地 球化 時代 の 目 米関係』 に

お い て 、既 に 私 の 考え は 述 べ て ある e

　ポ ス ト冷戦時代は 、 ブ ッ シ ュ 人統領時に ア メ リカ に よ っ て軍事力 に よ る 世界再編成が 目指 され

た． ク リ ン ト ン 政権で は
一

体 どうで あろ うか tt そ し て 、日本海 と の 関係は ど うか と い う問題 に な

る。現在、国際関係論 に お い て は 、ア メ リ カ 中心 の 国際関係理 論 に 対する 批判が行わ れて い る。

ア メ リ カ で は現実主義 と理想主義の 論争は まだ決着が着 い て い な い 。 ア メ リ カ の 学 会で は少な く

ともそ うで ある 。ま た 、批判 理論 も ア メ リ カ の 学会に お い て勢力を持 ち つ つ ある 。そ し て 、そ の
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批判理論が ク リ ン ト ン 政権の 背後で 作用 して い る の で ある。

　 1648年の ウ エ ス ト フ ァ リ ア 秩序は 、 国家中心秩序で ある e 日本は 明治 維新以降 、 太平洋を 向い

て ぎた 。日露戦争 の 勝利が世界秩序 の 形成 に 大 き く影響を及ぼ し た 。そ し て 、 朝鮮半 島は 日本の

生命線 として 位置 付け られた 。
つ ま り 、 これは 「力の 支配一を意味す る。 ヨ ーロ

ッ
パ の 植民地支

配 の ア ジ ア で の 再現で ある。

　戦後冷戦は核兵器を 中心 とす る秩序 へ と転換 して い っ た 。 私は 、
パ ール ハ ーバ ー ・広島 ・世界

秩序とい う連関で考え る こ と の 必要性を説い て きた 。日本海を中心 と して 冷戦を体験 して い る。

フ ィ ン ラ ン ドプ ロ セ ス は冷戦を終結 させ る モ デ ル で あ る 。し か し な が ら、 ア ジ ア の 冷戦 は そ れ と

は 異な る．ア ジ ア で は
、 民族卞 義が国家形成 の 上台で ある c こ れは ウ エ ス ト フ ァ リ ア体制 へ の 批

判で もある が 、 国家形成の過程で ウ ＝ ス トフ ァ リア 体制 へ と組み込 まれて い っ た 。軍拡競争 の 体

現地 と し て 、ベ ト ナ ム 、香港、台湾 、 朝鮮戦争が あ る。戦後 とは
、 中国革命 とい うは人なイ ン パ

ク ト に 対す る ア メ リ カ に よる核秩序で あ っ た 。

一
方 、 日本の 憲法 9 条は 脱 ウ エ ス トフ ァ リ ア を意

味す る。したが っ て 、 日米関係は ね じれ 現象で あ っ たu 冷戦期 の 日本の位置は 、ウ エ ス ト フ ァ リ

ア 型で あ り、そ の 典型が朝鮮問題 を め ぐる も の で あ り、小沢
一

郎氏 の 1普通 の 国家 1 論で あ っ た 。

　次 に
、 93− 94年に お け る 「カ ータ ー

シ ョ ッ ク　 の 歴史過程に つ い て 触れ た い 。1994年 10月 21口 、

米朝ジ ュ ネ
ーブ合意と い う歴史的な合意が な された 。 こ の 合意 に よ り、朝鮮半島の 非核化が 明確

化 され た。朝鮮合意の 内容は 次 の 4 点で あ る 。

　 1　 2003年ま で の 軽水炉 の 建設

　 2　 米朝双方の 政治関係の 正常化

　 3　 朝鮮半島の 非核化

　 4　 国際的NPT 体制の強化

　これら の 議論 の 土 台 となる重要文 献 と して は 、 カ ー
タ
ー前大統領 の 会 議録、北九州大学 の 前朗

氏 の 論文 、 浅井基文氏の 朝鮮危機 の 安全保障政策 に 関する もの な どが ある e ク リ ン ト ソ 外交は 、

ペ ン タ ゴ ン の 影響お よび ブ ッ シ ュ 政権か らの 継続性が伴 っ て い た。ペ ン タ ゴ ン の い わ ゆ る　 ボ ト

ム ア ッ プ ・レ ビ ュ
ー

」 は 、日本の 対朝政策の 妨害で あ り、 日本で は 小沢一郎氏が い た 。 ク リ ン ト

ン 政権 の 米朝関係 で は 、 ク リ ン ト ン は カ ータ ーに 訪朝を依頼 した 。 こ の 結果 、 米国は 北朝鮮制裁

を回避する こ とに な っ た訳で ある 。 1994年 7月 8 日に 金 日成首席が死去 し た。こ の カ
ー

タ
ー
訪朝

とい う 「カ
ー

タ ーシ ョ ッ ク 」 は 日本政府に 大 きな イ ン パ ク ト を与え た 。つ ま り 、 「カ ー
タ
ーツ

ヨ ッ

ク ゴ に よ る村山 自社 連立政権 の 崩壊 で ある、 こ うし た 状況 で 世界秩序を考えなけれ ばな らな い 。

日本 の 橋本首相 と ク リ ン ト ン 大統領 との 関係が こ れ か ら どの よ うに 展開され て い くの か 問題に な

ろ う。

　最後 に 、 知 の組み 換え の 必 要性に つ い て 述べ た い 。現在 の 日本で は 、 厚生省は 知識を悪用 し、

大蔵省は知識が な い 。今、日本に は新 しい 知識が必要で ある 。そ し て 、日本外交 は大蔵省お よ び

厚生省の い つ れか の 道を選択する の か 。そ して 、朝鮮半島 の 問題解決や 日露関係 の 問題解決 に い

つ れ か を 適用 す る の か 、脱 ウ エ ス ト フ ァ リ ア 型へ と向か うの か 、 とい う問題に 取 り組 まね ばな ら

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Association for Northeast Asia Ragional Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　Northeast 　Asia 　Ragional 　Studies

102　環 日本海学会第 2回研究大会国際 シ ン ポ ジ ウ ム の 概要

な い 。

　次に 、 金沢経済大学客員教授 、 吉林大学北東 ア ジ ア 総合研究所所 長で ある 唱　新教授か ら 『北

東 ア ジ ア 地域 に お け る 国際秩序 の 構築』 と い うテ
ー

マ で 報告が な さ れ た p

　 ＜吉林大単教授　唱新教授＞

　1990年代は、世界秩序 の 大変革の 時代で あ る。そ して、 こ れ ま で 、無秩序状 態に あ る環 口本海

経済圏に お い て も 、 今後 、 経済開発 と協力を 推進す る た め に も、国際秩序づ くりが迫 られ て い る 、．

しか し、冷戦構造が残存す る環 日本海経済圏に お い て 、
こ うした国際秩序を構築す るに は 、 複雑

か つ 困難な課題に 直面 し て い る。 した が っ て 、こ れ ら の課題 に対応する た め に 、目標、方式、対

策の 3点 か ら考 え て み た い c

　 〈冖　 標〉

　 まず 、 同地域 に お ける 目標 は 、 平和 と発展で ある。北東 ア ジ ア 地域に は 、経済体制お よ び経済

発展傾 向 の 違 い が 存 在す る 、日本 ・韓 国 は 自由市場経済、中国は 社会主 義市場経済、 ロ シ ア は 過

渡期経済 、 北朝鮮は社会主 義計画経済 とい え る。そ し て 、 経済発展傾向も、 日本は 経済の転換期

を、韓国は 産業構造の 調整期をそれぞれ向か えて い る。中国 の経済躍進は 目覚ま し い が、 ロ シ ア

経 済は 低迷 し、北朝鮮 は経済難に 陥 っ て い る の が現状で ある。北東 ア ジ ア 地域に お い て 目指され

る べ きも の は 、東 ア ジ ア 型市場経 済体制 の 確 立 であ る。つ ま り自由市場 経済を北東 ア ジ ア に 適応

させ る必要が ある。各国の 経済体制を 輸出志向型お よ び市場経済に 移行 させ る。政府は 選択的介

入 を す る。

　同地域 で は 、 新国際秩序 の 理念 と し て 、 経済優先の 原則を上 げた い。政治 ・イ デ オ ロ ギ ーの相

違を 尊重、つ ま り、体制 と制度の 相違を尊重 し、こ れ らの 相違を超え た 経済交流 の 促 進を 目指す 。

法律や制度 の 整備 に よ る 国際関係 の 改善や、軍事対決を予防する た め の 秩序形成お よ び安全保障

シ ス テ ム の 構築が必 要で あろ う。

　 〈方 　式〉

　協商 ・協調を生 み 出す方式 と し て は 、軍事 に よ る 強制や
一

国中心 主義を排 し 、 市場経済 の 上 で

の 経済協調を 目指す必要が ある 。 これ ら の経済的協調 を促進す る た め に 、 知的交流の 拡大、経済

秩序を 中心 と し、地 方政府を 主体 と し、そ して 民 間交流を重視す る市民 レ ベ ル の 交流拡大が望ま

れ る で あ ろ う。

　こ れ ら の 多様 な交 流 が、政府、企業、市民 レ ベ ル に よ っ て 、 民族 と風俗の 尊重の hで成 り立 ち 、

北東ア ジ ア地域 に おける 国際秩序 の 構築に 役立 て ば良 い と考えられる。政治 ・軍事 ・経済秩序 の

構築が必 要で ある が 、 特 に 前の 二 つ は 困難で ある。

　同地域で は 、 市場経済が未発達で あ り、域 内の 経 済交流に お い て 市場 原理 が働か な い 。中 国お

よび ロ シ ア は社会主 義市場経済 シ ス テ ム と し て も 、 北朝鮮は 社会主義計画経済で ある。 IMF な

どの 国 際経済秩序 シ ス テ ム へ の参加や そ の 他国際機関へ の 参加 が 求め られ よ う。

　 また 、 地方政府間の 支援拡大が必要で あ り 、 地方 と地方の 交流が促進 され る こ とが望ま れ る 。

そ し て 、地方政府 も同様 に 中央政府 に 働きか け る 必 要性がある。そ し て 、 こ れ も地 方間交流 の ひ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Association for Northeast Asia Ragional Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　Northeast 　Asia 　Ragional 　Studies

環 日本海学会第 2 回 研究大会 国際 シ ン ポジ ウ ム の 概要　1D3

とつ で ある
。

　民間交流 とは 、労働者 ・市 民 レ ベ ル で 行われ る交流で ある c
コ ミ ュニ ケ

ー
シ ョ ン チ ャ ン ネ ル を

多様化 し、民問交流の 促進は 重視 される べ きで あろ う。

　 〈対　策〉

　経済協力の促進をするた め に 、次 の 3点 が必要な対策 となろ う。まず、国際機関に よ る強力な

支援、つ ま り経済援助 が必要で ある。 IMF 、WB 、　 ADA 等 の 協力を 得て 、経済環境 の 整備を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ ほ ヨ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

’
アジア　ぼ 　

含め た 経済援助は 北東 ア ジ ア 地域 の 経済協力を促進する の に 欠か せ な い で あろ う．次に 、 経済協

力 の 補完的協力 が求め られ る。国境貿易な どの 活性化 を制度的な側面か ら支援す る こ とも大切で

ある tt最後に 、共同事業の 展 開が 上げ られ る n 豆 満江開発な ど を UNDP の 援助 と共 に
、 北朝鮮、

P シ ア 、中国な ど の 協力を通 し て 、 共同事業 の 展 開を促進 して い くこ とが必要で あろ う。

　最後に 、 釜 山国立大学 の 文 乗根先 生 よ り、

一
国際秩序 と ア ジ ア 経済関係 」 に つ い て報告 さ れ た 。

　 〈釜 山国立 大学　文乗根教授＞

　 rLt界秩序 と環 日本海』 と い うテ ーマ で 、 と りわ げ世界経済秩序 と北東 ア ジ ア に おけ る現状 と、

今後の 課題お よ び展望を述 べ た い 。

　こ の 20年間 で 世界秩序 ば 大 き く変化 し た 。情報お よ び技術変化 に よ っ て もた らされた グ ロ
ーバ

リ ゼ ーシ
ョ

ン お よ び イ ン タ ー
ナ シ

ョ ナ リゼ ー
シ ョ ン の 進展に よ り、 世界経済 の 相互依存 関係は深

化 した ．冷戦 の 終結後、各 国 は 平和的な共存お よび 緊張緩和 の 時代 の 幕開け と共に 、経済協力 を

追及す る方 向へ と 向か っ て い る。 しか し な が ら 、 グ ロ ーバ リ ゼ ーシ
ョ

ン は サ ブ リージ ョ ナ ル な経

済ブ ロ
ッ ク の 登 場 に 見られ る リージ ョ ナ リ ズ ム へ と道を 切 り開 い て い る側面 もある。

　 り
一

ジ ョ ナ リズ ム は概念的に は グ ロ
ーバ リ ゼ ー

シ ョ ン の
一

部で あ り、隣接地域 に あ る 国家間で

貿易協定を形成 し、経 済協力 を促進する もの と して 定義さ れ よ う。 こ うした グ ロ ーバ リ ゼ ーシ
ョ

ソ と リ ージ
ョ ナ リゼ ーシ

ョ
ン とい う二 つ の 新た な傾 向が登場する に 伴 い 、世界経済は一

層 多極 化

へ と向か い 、い くつ か の サ ブ リ
ー

ジ ョ ナ ル な経済ブ ロ
ッ ク がそれ ぞれ の 極 の 中心 と し て 形成 さ れ

る で あ ろ う。 EC は統
一

市 場 を 形成 す る計画を実行 し つ つ あ り、 旧社会主 義諸国を もそ の 市場拡

大の 対 象 と して い る 。 北米で は 、 NAFTA と い う自由貿易地 域を形成 した。東 ア ジ ア お よ び環太

平洋諸国で も急速に経済的な結び付 きを発展 させ て い る。今後の 世界秩序は 、NAFTA 、　 E　C お

よ び ASEAN （あ る い は APEC ） と い う 、 三 極に よ っ て 支 配 さ れ る で あろ う。 し か し な が ら、

ヨ ーロ
ッ

パ や 北米 とは 異 な り、ア ジ ア 太平洋地域 で 単
一

経済ブ ロ
ッ ク を形成する こ とは、文化的、

地理 的、政治的 お よび歴史的多様性 の た め に 、容易な こ とで は な い 。

　
一

方、北東 ア ジ ア 経 済圏 （中国、日本 、 極東 ロ シ ア 、モ ン ゴ リ ア 、北 朝鮮お よび韓国）ば 、 ア

ジ ア 太平洋経済地域の 中心的役割を担 うサ ブ リージ ョ ナ ル な経済ブ ロ ッ ク の
一

つ と し て 形成 され

る で あろ うe 同地 域 の 経済は高 い 相互補完的性質を有 し、今後 の 経済発展 に対する潜在力は 多 く

の 注 目 を集め て い る。北東 ア ジ ア 諸 国 は 1980年代中盤以降 、 世界で もっ とも急成長を成 し遂 げて

い る地域 の
一

つ で あ り、効果的 ・協力的な政策が適用 さ れ る こ と で 、21匿紀に は 世界経済の 巾心

と して 登 場 す る こ とが予測され る。
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　 しか しなが ら、こ うし た 潜在力に も関わ らず、取 り紅 まなけれ ばな らな い 課題 は多い 。まず 、

長期に渡 る強力な経済関係を 構築す る た め に は 、平和と安全が不 可欠で ある ，平和は 酸素と比較

で きる 。 酸素が なけ れ ば生 きて い け な い ように 、 平和が なければ経済発展 も不 可能で ある 。同地

域に お ける政治的、イ デオ ロ ギ ー的、軍事的に 対決ば 、相互利益 となる経 済脇力 を後退 させ る。

韓国 と N 本お よ び 日本 、 中国 、
ロ シ ア 問の 領土お よ び外交紛争の 可能性は 存在 し、歴 史 関係 の 問

題 もまだ解決 され て い な い 。 こ れ らは北東 ア ジ ア 地 域 に 経済協力を形成 す る 上 で 大 きな 障害で あ

る。相互 理解 、 平和、安全 を確立 する こ とは 、国際協力を促進す る際 に 重要 で ある ．長期的に は 、

平和 と安全 の 構築 は 同地域 に おけ る真 の 協力へ の 大 前提で ある。

　環 日本海諸国は 発展段階に 応 じた 多様な 生産要素に 恵 まれ て い る。それ ぞれ の 国が補完的な経

済資源 を効率的 に 活用す る こ とで 、利益 を 得 る こ とが で き よ う。た とえ ば 、日本は最 も発達 し た

技術 、 経営技術 、 豊富な資本を、韓国 も十分 に 発達 した技 術 お よび資本 蓄積 と教 育 され た人材を

豊 富に抱え て い る。中国 、
ロ シ ア 、北朝鮮は 豊富な天然資源と安価 な労働力を提供で きる 。し た

が っ て 、 H本海地域 の 国 々 お よ び 自治体が 互 い に 協力 し、サ ブ リージ ョ ナ ル な経済ブ ロ
ッ ク お よ

び地域経済協力を構築する こ とは 、 21世紀に 向けた 同地域 の 発展 に 向けて 重要な役割を担 うこ と

に な ろ う。

　 パ ネ リ ス ト に よ る報告 の 後、 ロ シ ア 科学 ア カ デ ミ ーの ビ ク トル ・
ラ ヴ レ ン チ ェ ヴ n チ ・ラ

ー
リ

ソ 教授か ら、 シ ン ポ ジ ウ ム に 対す る感想 が 述 べ られ た．

　 〈ロ シ ア科学ア カデ ミ
ー

極東諸民族、考古学、民族学研究所長　ラ
ー

リン 教授〉

　環 目本海地域 の 秩序形成は 、イ デ オ ロ ギ ー、文化 な ど の 点か ら解決 しなけ れば な らな い こ と を

強調 した い 、、環 日本海 の 問題 は世界的な問題で ある，そ し て 、 当地域の 問題は ヨ ー
ロ

ヅ
パ 、ア メ

リ カ の 問題 よ り困難で ある 。まず、地域統合が必要 で あ るが、正 直な と こ ろ こ の よ うな 目的を達

成 す る た め の 方 法 は わ か ら な い 。投資、労働力、資源 の 点 か ら問題 を解決す る 必要が あ ろ う。 そ

し て 、 利益 とは 国益 を意味す る の で あ る．したが っ て 、国と民間に よ る 地域協力は 、 それぞれの

利益 とは 異な っ た結果 に な る の で は な い か とい う懸念が ある。

　ま た 、豆満江計画に つ い て は 、資源、労 力、投資が足 りな い た め に 実施す る の は 閑難で ある よ

うに 思わ れ る。同地域で は 、 労働力 、 投資 、 資源が足 りな い 故に 、国力を投入 す る必 要 があ る．

し た が っ て 、地 域 の 役割は重要 で ある。 しか しなが ら、そ れ は 経済の役割だ けで は な い 。こ こ は

経済的影響だ けで は な く、政治的影響も重要 で あ る。特に 、 ロ シ ア と北朝鮮 に 関 して は 、 経済的

影響 よ りも政治的影響の方が大 きい とい う点を指摘 し た い 。そ し て 、 どの よ うな点か ら国 の 変化

が必要で ある か 、どの よ うな点か ら始め る べ きか に つ い て 説明 して 頂 きた い
p

　次 に 、 ア メ リ カ か ら の 意見 と し て 、南 カ ル フ ォ ル r ア 大学 の ジ ョ
ージ ・ト ッ テ ン 教授 が コ メ ン

トを述 べ た ．

　 〈南力 1丿フ ォ ル ニ ア 大学　 トッ テ ン 教授〉

　私 は 、関先 生 の 言 われ た 「カ
ー

タ
ー

シ ョ ッ ク ーに つ い て は 、
シ ョ ッ ク と い う言葉 とは 反対に 、

sigh 　of　relif （ホ ッ とす る）とい う印象を 受けた 。そ して 、 カ ータ ーは 世界一運の い い 人 で あ る 。
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　 米国 の 北朝鮮政策に つ い て は 、ク リ ン ト ン 政権は何 の ビ ジ ョ ン を持 っ て は お らず、た だ北朝鮮

が核を持 っ て い る こ とを恐れ て い ただけ で ある．そ し て 制裁 す る こ とを実際に 考慮 し て い た。結

局米 国 は 、北朝鮮 を制裁する の で は な く、解決を見つ けた 。 日本 に と っ て は 1
．
カ

ー
タ ー

シ ョ ヅ

ク 」 か もしれ な い が、米国民 と し て は 、ホ ッ と し た気 分で あ っ た こ とを述 べ た い 。

　金 日成が亡 くな り、ク リ ン ト ン 大統領は consort 　letterを北朝鮮に送 っ た。し か し、金泳 三 大統

領は 送 らなか っ た 。 ま た 、 潜水艦 事件 も最近で は起 っ た。そ し て 、米国や韓国は 対北朝鮮強硬策

を最近で は と っ て い る．米 国 と北 朝鮮 、 中国 、 韓国 で 行 う 4 国協議 に つ い て は 評価 を し た い
。

　 カ ー
タ
ー訪朝は 、 結局ア メ リ カ の 対北 朝鮮政策 の 変化を もた ら し た。 ク ロ ス 承認政策 （キ ッ シ

ソ ジ ャ
ーに よ っ て 言われた） が朝鮮半島に 平和を もた らせ ると、北東 ア ジ ア に も平和 と協力が生

まれ るであ ろ う。北朝鮮と韓国が 互 い に 兵器 を削減す る こ と で 、北東 ア ジ ア に も良い 影響が 生 ま

れ る と 思 わ れ る。

　 パ ネ リ ス トに よ る報告お よ びそれ に 対す る コ メ ン トに 続 き、フ ロ ア
ー

か ら の 質問に 伴 う質疑応

答が な さ れ た 。

　 〈日中東北開発協 会 、石尾 広報部長＞

　UNDP 構想 は、日本で は 困難で ある と解釈 され て い る。北京 UNDP 会議 で は 、 5 か 国協調委員

会に お い て 、日本が正式 メ ン バ ー
に な る よ う要請を受け た

． 豆満江開発で は 、二 国間プ ロ ジ ェ ク

ト と し て 見 て い るが 、 どうで あろ うか 。

　 ＜立命館大学、金政 k 教授 ＞

　UNDP は前提 と し て 、 当事国 の 中 で 、法律 ・制度的改革が進め て い く こ とが必要で ある と考え

て い る。し か し な が ら、当事国 の 利害関係が交錯 し て い る。 こ れ ら の利害 を どの よ うに 調整 して

い くべ き で あろ うか 。

　 〈唱〉

　豆満江開発に は 大 ぎな問題が ある。中 国、 ロ シ ア
、 北朝鮮の 間で 交 流 が少な い と い うの が 、最

大の ネ ヅ ク で ある。 し た が っ て 、三 か 国が本 当に 協力を しな い 限 り同プ ロ ジ ェ ク トは な りたたな

い t．北朝蝋 中国、 ロ シ ア は 限界と優位性を認識す る 必 要が あろ う。そ し て
、 自由貿易地域の 必

要性が ある．香 港は 中継 の 役割を果た し て きた 。中継的役割 をす る地域が 同地域に は な い ．三 か

国合同で 、 中継地点 とし た 自由経済特別 区 の 形 成 が必要で あろ う。地 域内で 経 済特別 区 を 形 成 し
、

整備 し て か ら協力す る と い う意見に 対 し て は 、一
国 ベ ー

ス で は な く、 多国間で 経済特別区を形成

し た 方が よ い と考 える．羅津 ・先鋒地域は 、 三 か 国ある い は 二 か 国 の 共 同で 開発する の が 良 い で

あろ う．

　 〈ア ジ ァ 太平洋平和軍 縮セ ン ター　石 栗 氏〉

　ア ジ ア ・リ
ージ ョ ナ ル フ ォ

ーラ ム に お い て も、重要な も の は コ ン セ ン サ ス を形 成す る こ とで あ

り、 そ の コ ン セ ン サ ス 作 りに 務め て きた．東南 ア ジ ア 非核地帯 は 、問題 が発生 し た 後、ま ず 対話

造 りに 努 め る とい う コ ン セ ン サ ス が 出来 て きた ．問題は どの よ うに コ ン セ ン サ ス を形成 する か と

い うこ とに な る が 、そ の ため に 公開性 （openness ）お よ び透明性 （transparency ）を確立す る こ
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と で あ る 。安全 保障 と経済面 に お い て 交流 と接触を増加 さ せ る。経済協力 を促進 さ せ る、北 朝鮮

に つ い て も、 公開性 と透明性を 求め 、 信頼関係を 築 き、 協力の促進 に努め る こ とが望 ま し い 。

　 〈九州大学　丑 山教授〉

　豆満江調査に 2 回 い ぎま し た。各国それ ぞれが別 の 目的を有 し て お り、利害が全面に 出て い て

悪影響を与え て い る、、 2 国間お よ び 3 国間に お い て コ ン セ ン サ ス が得 られ な い の で は な い か 、ど

の よ うに コ ン セ ン サ ス を作 り上 げ て い くの か ．

　 〈唱〉

　相互交渉 、 情報公開、話 し合い を続け る こ とで共 通認識を形成 しなけれ ばな らな い 。つ ま り、

一
国独 自 で は 出来な い と い う共通認 識を持 つ こ と が 必要 で あ る、，例 え ば、北 朝鮮が羅津 ・先鋒地

域を
一

国で 開発す る こ とに 限界が ある 。
ロ シ ア お よ び 中国は 社会主義市場経済で ある が 、 完全 な

市場経済化へ と向か わ なければな らな い 。こ れ らは 、一
国 で は な く、多国間で 市場経済を普及 さ

せ ね ばな らな い 。そ し て 、多国間 に よ る 市場経済化 が 地域経済協力 を促 進 させ る の で あ る。

　 〈鳥取政策 総合研 究 セ ン タ
ー

　池 井研究 員〉

　私 は楽観的 に 豆 満江 を見て い る。 こ の 体制の まま で発展 させ る。 ロ シ ア に 関 して も 、 鉄道を軍

隊 を動員 して ま で作 っ た こ と か らも、そ の 熱意は 理 解で きよ う。北朝鮮 も羅津
・先鋒地 域を有 し、

琿春の 発展は 羅津港 の 使用に つ な が る．港湾を使用する こ とで 同地域が発展する の で は な か ろ う

か 、．

　 〈関西 大学　西 教授〉

　米 国 の ス カ ラ ピ ー
ノ 教授 は ネ ヅ ト論 と い う概念、つ ま り自然に 形 成 され た ボ

ーダ レ ス な

natural 　economic 　territory と い うもの を提示 され た ．近代 に お い て 国境は 分断され た ttつ ま り、こ

の 白然形成的 な ネ ッ トが 各国主権 に よ り分断さ れ て し ま っ た b こ の ネ ッ ト論と豆 満江開発の
・
関係

に つ い て ご意見を 聞か せ て い ただ きた い、

　 〈立命館大学　吉成教授〉

　 ソ ウ ル に お い て 立 命館大学、慶煕大学、関西経済同友会 の 合同 シ ン ポ ジ ウ ム が 開催 され た。そ

こ で 述べ られ た意見で す が 。EU を考え ると き、や は り起源 を石炭 ・鉄鋼 協議体 の 形成 に ふ れ な

け れ ばな らな い 。石油と い うエ ネ ル ギー資源の 協力を通 し て 、将来の ア ジ ア に お げる integration

を考 え る こ とは で きな い だ ろ うか
。

　 〈立命館大単　松野 教授〉

　 日本に お い て は 、資本 の 過剰化 が起 きて い る。 H本 に おけ る過剰資本 を豆満江 開発へ 流入 させ

る こ とは 出来な い か 。た とえ ば、東北 ア ジ ア 開発基金の よ うな もの を 設 立 し、政 府お よ び 自治体

が保 証す る こ とで 、貨付が 可能で は なか ろ うか c

　 これ らの 質疑応答の 後、 シ ン ポジ ウ ム の パ ネ リ ス トに よ る全体の 総括が述べ られ た。

　 〈文＞

　 21世紀に は 大 きな発展 を予測で きる．経済 ・政治 ・イ デオ P ギ ー的協力が必要で ある。現在で

は 硬直 した 面が あ る。ラ
ーリ ン 氏が指 摘された よ うに 、文化 ・政 治 の 統合 も必 要 で あ る。しか し
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なが ら 、 当面は 経済的協力が 先決 とな ろ うe 羅津 ・先鋒 の 国家的な見方は 開発の 阻害要因 とな っ

て い る 。 民間 、 地方自治体、ア カ デ ミ ッ ク な交流お よ び経済的な交 流が 当面の課題 となろ う．

　羅津 ・先鋒地域に つ い て は 、米国 の 役割が重要 で あ る 。米国 が 同地 域 で リ
ード し て い る。自立

的発展が必要で あろ う。環境 ・人権 ・社会的 コ ソ セ ン サ ス の 回復に 基づ く発展が 求め られ る で あ

ろ う。

　 〈唱〉

　 二 つ の 重 要な点に つ い て 述 べ た い
。

一
つ は 、 豆満江開発に 関 して 私 は 楽観論を と っ て い る 。し

か し な が ら、問題点が 多 く存在する こ とも事実で ある。 したが っ て 、現在何が 問題で あ る か を 明

らか に する 必要が ある tt 次 に 、ネ ッ ト論 に 直接回答に な る か 分か らな い が 、 同地域 で は ネ ッ ト

ワ ー
ク が な い

。 考え られ る の は朝鮮人 の ネ ッ ］・ワ
ー

ク で あろ う。 こ う し たネ ッ トワ ーク を どの よ

うに して 構築 し て い くか が 課題 とな る．そ の た め に は 、政 治 と経 済 の 分離が必要で あろ う。以 前

中国 で は、華僑 は ス パ イ とされ て い た 。今 は 金持 ち と見 ら れ て い る。大陸 と台湾 の 関係に つ い て

は 、 経済交流は増大 し て い るが政治的に は 問題が ある。政 治 は 対立 して い る が、経済協力お よび

交流 は促進 され て お り、 これが戦争を防 ぐ こ とな る。 した が っ て 、私 は 中国 と台湾の 戦争は な い

と考え て い る。韓国 と北朝鮮 も同様で あろ う。

　 〈関〉

　米朝関係に つ い て 特に 国際関係理 論で い うハ イ ポ リテ ィ ク ス の 観点か ら述べ て きた。確か に 政

治 と経 済を分離 し 、 経済交流を促進す る こ とも考え ら れ る が 、ハ イ ポ リテ ィ ク ス が変わ る こ と で

経済交流が 変わ る と い う側面 もある u カ ータ ー
前大統領は 1993年に 富山で 、1環 日本 海時代、の幕

開けを告げた 、，

　
エ ネ ル ギ ー

を基 に した協力 の 話 しが 出た が 、同地 域 に は KEDO とい うもの が あ る．50万 ト ン も

の 重 油を米国が供給す る こ とに な っ て い る。北朝鮮は 米国 と中国 か ら オ イ ル を手に い れ て い る．

北朝鮮 の食糧 問題 に つ い て も 、 日本は 従来 の 日米関係が あ り、独 自に 行動する こ とが で きな い tt

新しい 日米関係の 構築が必要で ある。知的な交流が次の 段階 へ と促 進す る。
一

方が他方を促進す

る と い う考え方 もある e し か し 、 他方がそ の
一
方を促進する とい う相互作用 関係 が あ る。限定条

件を 自己で 変 え て し ま うとい う行動力 も必要で は なか ろ うか 。
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